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新年あけまして
おめでとうございます

2i世紀という新しい時代の幕開けにあたり、皆

様におかれましては輝かしい新年を迎えられてい

ることとお廣び申し上げます。また、日ごろから

町政に対してのご理解とあたたがいご支援を賜

り、Ieより感謝申し上げます。

さて、昨年は長引く景気の低迷により、金融、

損保や身近なそごうの倒産ということもありまし

た。改めて社会の巌しい現実を痛感しておりま

す。また、バスジャック事件など残虐な事件の低

年齢化も現代における大きな社会問題といえるで

しょう。一方、オリンピックやパラリンピックで

味わった数々の感動に、私たちは希望と勇気を与

えられました。

このようななか、本町では昨年8月にふれあい

の里の二期工事でふれあい舘（パン・麺工房、陶

芸室）、民俗資料館が完成しました。さらに充実し

たまちづくり実現のため、本年7月には図書館が

オープンするはか、若松・鬼津・尾崎農業集落排

水事業（下水道）、緑ヶ丘西部地区小規模住宅地区

等改良事業、住居表示などの実施を予定しており

ます。また、遠賀郡四町の合イぅ和こついては協議結

果を自前にひかえ、町民の皆様のよりよいニーズ

に応えられるよう合併任意協議会で進めていると

ころであります。

2I世紀は地方分権の時代と言われ、ますます行

政のカが問われる時代となります。町民の皆様の
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古
賀
町
長
宮
山
和
幸

冬
眠
し
て
い
た

で
て
く
る
こ
と

栗
に
な
る
こ
と

て
も
よ
い
こ
と

い
て
蛇
を
出
す
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⑤
民
間
の
金
融
機
関
や
住
宅
金
融

公
庫
な
ど
の
住
宅
ロ
ー
ン
等
を

利
用
し
て
い
る
こ
と

⑥
住
宅
ロ
ー
ン
等
の
返
済
期
間
が

1
0
年
以
上
で
、
月
賦
の
よ
う
に

分
割
し
て
返
済
し
て
い
る
こ
と

マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
で

取
得
し
た
と
き
は

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
！

住
宅
ロ
ー
ン
等
を
利
用
し
て
マ
イ
ホ

ー
ム
を
新
築
・
購
入
・
増
改
築
し
た
と

き
や
、
中
古
住
宅
を
膀
入
し
た
と
き
な

ど
に
は
、
次
の
要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
1
5
年
間
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
は
1
年
目
に
確
定
申
告
を
す
る
と
2

年
目
か
ら
は
年
末
詞
塾
で
控
除
が
受
け

ら
れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
控
除
を
受
け
ら
れ
る
要
件

①
住
宅
取
得
後
6
か
月
以
内
に
入
居

し
、
引
き
続
き
住
ん
で
い
る
こ
と

②
住
宅
の
床
面
積
（
登
記
面
積
）
が
5
0
証

以
上
で
あ
る
こ
と

③
床
面
積
の
2
分
の
1
以
上
が
自
分
の

居
住
用
で
あ
る
こ
と

④
捏
除
を
受
け
る
年
の
所
得
金
額
が
三

千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

⑦
中
古
住
宅
の
場
合
は
、
取
得
の

日
以
前
2
0
年
以
内
　
（
耐
火
建
築

物
に
つ
い
て
は
2
5
年
以
内
）
　
に

建
築
さ
れ
た
も
の
で
、
建
築
後

使
用
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
こ
と

⑧
さ
ら
に
増
改
築
な
ど
の
場
合
は

増
築
、
改
築
、
大
規
模
の
修
繕
・

模
様
替
え
の
工
事
で
あ
り
、
一

定
の
証
明
が
さ
れ
た
も
の
で
工

事
費
用
が
百
万
円
を
超
え
る
こ

と
。
ま
た
、
自
分
の
居
住
用
部

分
の
工
事
費
が
増
改
築
費
総
額
の
2

分
の
1
以
上
で
あ
る
こ
と

※
入
居
年
月
日
が
平
成
1
0
年
1
2
月
3
1
日

以
前
の
場
合
は
、
控
除
額
の
計
算
や

控
除
を
受
け
る
た
め
の
要
件
が
異
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
入
居
し
た
年
と
そ
の
年
の
前
後
2
年

以
内
に
譲
渡
所
得
の
課
税
の
特
例

（
三
千
万
円
の
特
別
控
除
、
買
換

え
・
交
換
の
特
例
な
ど
）
　
が
適
用
さ

れ
た
場
合
は
、
こ
の
控
除
の
適
用
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

◆
申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
平
成
1
2
年
分
の
源
泉
徴
収
票

②
住
民
票
　
（
世
帯
）
　
の
写
し
　
（
平
成
1
3

年
1
月
1
日
以
後
発
行
し
た
も
の
）

③
住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

末
残
高
等
証
明
書

④
家
屋
の
登
記
簿
謄
（
抄
）
本
　
（
法
務

局
で
発
行
）

⑤
請
負
契
約
書
や
売
買
契
約
書
な
ど
、

家
屋
の
取
得
年
月
日
、
取
得
価
額
、

増
改
築
の
年
月
日
、
増
改
築
の
費
用

が
わ
か
る
書
類
の
写
し

⑥
さ
ら
に
増
改
築
な
ど
の
場
合
は
建
築

確
認
通
知
蕾
の
写
し
、
検
査
済
証
の

写
し
ま
た
は
建
築
士
か
ら
交
付
を
受

け
た
増
改
築
等
工
事
証
明
書

⑦
住
宅
ロ
ー
ン
等
に
含
ま
れ
る
敷
地
等

の
購
入
に
係
る
ロ
ー
ン
等
に
つ
い
て
、

こ
の
控
除
の
適
用
を
受
け
る
場
合

は
、
そ
の
敷
地
等
の
登
記
簿
謄
（
抄
）

本
、
分
譲
に
係
る
契
約
書
な
ど
で
、

そ
の
敷
地
等
の
取
得
年
月
日
・
取
得

価
格
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

⑧
印
鑑
　
（
認
印
）

⑨
振
込
先
の
金
融
機
関
・
口
座
番
号



◆控除額の計算方法
〔最高200万円〕

医療費控除額＝　A　－　B

rA固一国
iO万円または所得額の5％
のどちらか少ない金額

一

所得税の還付申告を ��（金）まで 

受け付けます！！ 

●会　場　遠賀コミュニティーセンタ 

1階大ホール 

●期　間　2月1日（木）～2月9日 

※2月3日（土）・4日（日）・7日（水）はお体 

みです 

午前9時30分～11時30分 

午後1時　　～3時30分 

類2月16日（金）から始まる確定申告の時期は大 変混雑が予想されます。 

還付申告はできるだけこの期間中に済ませてく ださい。 

●対象者　給与や年金の源泉所得税が還付になる人 

※次に該当する人は下記の会場での受付はできま せんのでご注意ください。 

○事業を営む人　○生命保険等の営業職員 

○不動産所得のある人　○不動産等の譲渡所得 

のある人　○原稿料等の収入のある人 

芦　　　　　　　　　　　　　　芦 �� 

∵∴∴「． 
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ここでもできます

集中還付申告センター

小倉北区古船場町商工貿易会館1階に集中還

付申告センターを開設し、還付申告を受け付け

ます。問い合わせは若松税務署へ。

●期間　2月1日（木）～3月15日（木）

（土・日曜日、祝日を除く）午前9時～午後4時

5＠②

多
額
の
医
療
費
を

支
払
っ
た
と
き
は

医
療
費
控
除
I
・

病
気
や
け
が
な
ど
で
多
額
の
医
寮
費

を
支
払
っ
た
場
合
、
確
定
申
告
を
す
れ

ば
医
療
費
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
美
容
整
形
や
健
康
診
断
の

費
用
、
疾
病
予
防
や
健
康
増
進
な
ど
の

た
め
の
医
薬
品
や
健
康
食
品
の
魔
人
費

用
な
ど
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

◆
申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
平
成
1
2
年
分
の
源
泉
徴
収
票

⑤
振
込
先
の
金
融
機
関
・
口
座
番
号

※
医
療
費
の
内
訳
の
記
載
と
と
も
に
領

収
書
の
合
計
金
額
は
必
ず
計
算
し
て

お
い
て
く
だ
さ
い
。

災
害
な
ど
を
受
け
た
と
き
は

雑
損
控
除
－
“

②
支
払
っ
た
医
療

費
の
領
収
書

（
平
成
1
2
年
1

月
1
日
～
1
2
月

3
1
日
ま
で
の
領

収
日
付
の
あ
る
も
の
）

※
寝
た
ぎ
り
の
た
め
の
お
む
つ
代
は
医

師
の
　
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が
必

要
③
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
金
額
が
わ
か
る
明
細
書
等

④
印
鑑
（
認
印
）

風
水
害
・
火
災
・
落
雷
な
ど
の
自
然

災
害
、
盗
難
ま
た
は
横
領
な
ど
で
損
失

を
受
け
た
場
合
は
、
確
定
申
告
を
す
れ

ば
雑
損
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◆
控
除
を
受
け
ら
れ
る
要
件

①
生
活
に
通
常
必
要
な
資
産
　
（
住
宅
・

家
財
な
ど
）
　
の
損
失
で
あ
る
こ
と

（
た
な
卸
資
産
や
事
業
用
の
固
定
資
産

な
ど
生
活
に
通
常
必
要
で
な
い
資
産

は
除
か
れ
ま
す
）

わ
か
る
書
類

⑤
印
鑑
　
（
認
印
）

⑥
振
込
先
の
金
融
機
関
・
口
座
番
号

会
社
を
退
職
し
年
末
調
整
を

受
け
て
い
な
い
と
き
は

確
定
申
告
で
精
算
を
ー
・

②
損
失
の
金
額
が
所
得
金
額
の
合
計
金

額
の
1
0
％
以
上
　
（
災
害
関
連
支
出
は

五
万
円
以
上
）
　
で
あ
る
こ
と

◆
申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
1
2
年
分
の
源
泉
徴
収
票

②
損
害
を
受
け
た
原
因
が
わ
か
る
書
類

（
罷
災
届
、
盗
難
届
の
写
し
等
）

③
損
失
額
の
明
細
書
と
領
収
書

④
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が

平
成
1
2
年
中
に
退
職
し
、
年
未
調
整

を
受
け
て
い
な
い
場
合
、
確
定
申
告
を

し
て
所
得
税
の
精
算
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
給
与
か
ら
引
か

れ
て
い
た
源
泉
徴
収
税
額
が
選
付
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
申
告
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
平
成
1
2
年
分
の
源
泉
徴
収
票

②
社
会
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
損
害

保
険
料
な
ど
の
控
除
証
明
書

③
印
鑑
　
（
認
印
）

④
振
込
先
の
金
融
機
関
・
口
座
番
号

な
お
、
2
月
1
6
日
（
金
）
か
ら

始
ま
る
確
定
申
告
の
日
程
な
ど
に

つ
い
て
は
、
次
回
の
広
報
お
ん
が

1
月
2
5
日
号
で
あ
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
還
付
申
告
や
確
定
申
告
の

問
い
合
わ
せ

若
松
税
務
署

℡

0

9

3

（

7

6

1

）

2

5

3

6

役
場
税
務
課

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4



国 月4日、遠賀川駅前、デイズ浅木店前、ゆめタ
ウン前、ロチャース前で街頭啓発が行われました。こ

の活動は人権週間にあわせて行われたもので、道ゆく

人々に人権の尊重と差別の撤廃を呼びかけました。21

世紀は「人権の世紀」と言われています。誰もが笑っ

て暮らせる社会を築くためにも、一日も早く差別をな

くさなければなりませんよね。

意識を変えなければ

園　　　　　　　　　　　人権講演会話家の桂文也さんを招いた人権講演会が、12月7日、

遠賀町中央公民館で開催されました。男女問題をテーマに「女

が変わる、男がわかる」という演題で行われた講演会には、

多数の参加者があつまりました。講演は笑いのなかにも考え

させられる内容で「自分自身が意識を変えなければ」と話し

ていました。あっという間に時間は流れ、最後には講演内容

をネタにした落語も披露されました。

サンタが街にやってきた

囲わんぱく教室のグノスマス会んぱく教室のクリスマス会が12月12日、還

賀コミュニティーセンターで開催されました。こ

の日は良い子への贈り物を持って助役サンタさん

がやってきます。子どもたちは一人ひとりプレゼ

ントをもらい、笑顔で「ありがとう」と言ってい

ました。サンタさんは子どもたちの人気者です。

何度も何度も握手をしながら、子どもたちにすて

きな夢を与えました。

二 � � �・瀾＿二等 � 

十m 漆， ∴∴ 一三云／／ノ 

∴∴i∴、 

∴∴ 、∴ 藤一－ ���』 

ぐ、黒毛／・， ∴ヽ � ��豪ノl－畷 �：71 ≡診ii）、 一・一、 リi ∴∴：；： ：∴ I 

年子 ＼！’翻 ＼言「、華、＼態 �I ��人、選 十． ＼艦言：選 一16易田園い 綱 

をは類書享‘’ ｝≒‘ 鮭∴霊 
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人
権
の
街
頭
啓
発

轟
差
別
を
な
く
す
だ
め
に
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みなさん健康ですが？

囚　　　遠賀町健康福祉まつり権週間の一環として、遠賀町では12月3日、

ふれあいの里で遠賀町健康福祉まつりが開催されま

した。会場では健康・福祉に関する診療・相談をは

じめ、各種展示、販売など人々を賑わせていたよう

です。他にも演劇やバザーなど、たくさんの人が集

まりました。また、今年はパン工房や麺工房で焼き

立てのパンや打ち立てのソバも新しく加わり、大変

喜ばれていました。

7＠②

新鮮で安いのが一番！

圏　　　　　　　　　得トクまつり賀川駅前で12月17日、得々まつりが開催され

ました。このイベントは商工会やキャッツ21などが中

心となって実施しているものです。この日は新鮮野菜

や海産物販売、フリーマーケットなどが行われ、道行

く人を楽しませました。会場内では餅つきも披露され、

つきたてもの餅も販売されます。ステージではカラオ

ケ大会やビンゴ大会も行われ、冬の寒さを吹き飛ばす

熱気が会場には広がっていました。

麗歴遊惑闘 
：開綴一色i蟹潔0＼＼ だ 」出違閥」＿ 

野禦 

璃 　蔽ノ子 

∴∵∴∴囲　∴ 　高i‾ 

ー一撃誤聞圏鰯臨書匪禦年■／／／ 　　きi調音朔i 

Jii＼ノ 饗二）∴＿顎闘 
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お風呂で健康時なる
＼

「高血圧」

入浴後1、2分で血圧は急激に上

昇しますので、十分にかけ易をし

てからぬるめのお湯（37－40度）

でつかりましょう。つかるのは胸

の高さまで。肩には両手でお湯を

かけます。

「低血圧」

交感神経を刺激して血圧が上がる

ように少し熱めの湯に3分くらい

半身浴をします。

「胃腸病」

42℃以上の高温は胃酸過多や十二

持場かいようiこ効果があります。

胃液の分泌を抑えて胃陽の働きを

しすめます。

「肩こり」

ぬるめのお湯で半身浴、熱めのシャ

ワーを首や肩にかけ「マッサージ」

欝
。
偶
腰
㊦
辞
典

入
浴
で
健
康
に
な
ろ
う
／

入
浴
は
皮
膚
を
健
や
か
に
保
ち
生
理
機
能
を
活
発
に
す
る
ば
か

り
で
な
く
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
入
浴
の
効
用
と
豆
知
識
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

品
目
も
今
ま
で
ど
お
り
粗
大
ご
み
と
し

て
処
分
さ
れ
ま
す
。
家
電

4
品
目
の
粗
大
ゴ
ミ
収
集

は
平
成
1
3
年
1
月
と
3
月

で
最
後
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

1
．
食
後
は
5
0
分
以
上

た
っ
て
か
ら
入
浴

食
後
す
ぐ
の
入
浴
は
血
液
が
体
の
表

面
に
あ
つ
ま
る
た
め
、
消
化
作
用
の
さ

錆
鵠
∵
主
祭

ま
し
ょ
う
。

圏
2
．
か
け
湯
は

入
浴
前
の
準
備
体
操

入
浴
の
マ
ナ
ー
で
あ
る
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
い
き
な
り
の
入
浴
は
急
な

刺
激
の
た
め
体
温
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
機
能
が
低
下
し
ま
す
が
、
か
け
湯
は

自
律
神
経
へ
予
告
を
す
る
効
果
が
あ
り

ま
す
。
両
足
に
十
分
に
お
湯
を
か
け
、

次
に
胸
か
ら
下
へ
、
最
後
に
肩
か
ら
下

に
お
湯
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

3
．
入
浴
の
効
用

入
浴
時
間
は
1
0
分
か
ら
2
0
分
ぐ
ら
い

で
、
湯
か
ら
あ
が
っ
て
少
し
汗
が
出
る

く
ら
い
が
気
分
が
爽
や
か
に
な
り
ま

す
。
入
浴
は
疲
労
を
回
復
し
、
ス
ト
レ

ス
を
や
わ
ら
げ
る
だ
け
で
な
く
、
温
熱

効
果
に
よ
っ
て
血
流
を
よ
く
し
、
肩
こ

り
、
腰
痛
な
ど
を
緩
和
し
ま
す
。
ま
た
、

皮
膚
を
清
潔
に
し
、
肌
に
潤
い
を
あ
た

え
る
と
と
も
に
、
皮
膚
疾
患
を
予
防
・

治
療
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
や
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
　
（
中
間
市
）
　
の
建
設
な
ど
に
よ

り
、
遠
賀
郡
・
中
間
市
で
は
4
月
－
日

か
ら
家
電
4
品
目
や
資
源
ゴ
ミ
の
出
し

方
が
変
わ
り
ま
す
。
同
時
に
ピ
ン
カ
ン

類
の
収
集
品
目
も
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
に
基
づ
い
て
一
部
変
更
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で

家
電
4
品
日
は
…

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
施
行
に
伴
っ

て
、
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、
冷
蔵
庫
、

洗
濯
機
の
家
電
4
品
目
は
家
電
小
売
店

に
引
き
渡
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
リ
サ
イ

ク
ル
に
必
要
な
費
用
は
消
費
者
負
担
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
今
年
の
3
月
ま
で
は
家
電
4

資
源
ゴ
、
、
、
は

回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
ノ

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
飲
料
用
紙
パ
ッ
ク
、

食
品
ト
レ
イ
は
今
ま
で
可
燃
性
ゴ
ミ
と

し
て
回
収
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
は
資
源
ゴ
ミ
と
し
て
町
内
各

所
に
配
置
し
た
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
出
し

て
も
ら
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。
資
源
ゴ

ミ
は
洗
浄
し
て
乾
燥
さ
せ
て
か
ら
直
接

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

回
収
ボ
ッ
ク
ス
で
の
回
収

に
よ
り
資
源
の
リ
サ
イ
ク

ル
と
ご
み
の
減
量
化
を
す

す
め
ま
す
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ビ
ン
カ
ン
類
収
集
品
日
が

一
部
変
更
さ
れ
ま
す
ノ

ビ
ン
カ
ン
類
の
収
集
品
目
が
一
部
変

更
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
収
集
で
き

る
ビ
ン
カ
ン
類
は
ス
プ
レ
ー
缶
と
飲
食

物
が
入
っ
て
い
た
ビ
ン
カ
ン
に
限
定
さ

れ
ま
し
た
。
な
お
、
こ
れ
以
外
の
化
粧

ビ
ン
や
耐
熱
ガ
ラ
ス
製
品
、
鍋
、
塗
料

カ
ン
な
ど
対
象
外
に
な
っ
た
も
の
は
燃

え
な
い
ご
み
と
し
て
収
集
さ
れ
ま
す
。

ゴ
ミ
の
出
し
方
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
後
日
、
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



琵衛 
イラストや詩など、お気軽に企画課企画調整係までお寄せく］ 
ださい。 

lii内　　接也くん（小2）

吉富　沙也さん（小3）

9＠②

松井　幼子さん（小4）　　　　星本宗太郎くん（小5）

［二三コ

加藤　愛さん（小6）

時　　袖　　落　　佐さ　水 �俳 句 遠 賀 俳 友 句 会 抄 �玄山　　構え秋　　昔隣　　吐草　　お枯 �短 �－ 雨　な　薬　用よ　門 る　し　焚　姫　の ��海の鉢嘗日をよ息取はれ 灘端草言差語りのりす要言 羅締結 見添げのむだ ゆい 夕凪じ 

：∴∴ 　小LIii池 ���歌 お ん が 短 歌 会 �俳 短句 敏 ．臆し 
駅　　力　美　　　霞掌　る　利 ���秋 草 

吹保　栄　み倍　達 進　貢く子　子；工 ��ツ　の淑　ろ回　り房　ら芳つと選 　　子　と子　子　り子　け 



情
Living

Information

報

●　中央公民館　○

脇座牢獄紗
●教示仲田

能面・彫刻

●教示南0

1月26日（金）まで●

芦屋軸モニタ募集

基地周辺の皆さんから自衛
隊、芦屋基地に対する意見や提
言などをお聴きするため、モニ

ターを募集します。

●対象　20歳以上の人（議会の
議員、常勤の公務員を除く）
で防衛問題や自衛隊に関心が

あり、建設的な意見を述べて
いただける人

●期間

平成13年4月から1年間

●申し込み　2月16日（金）ま

で（当日消印有効）に官製は
がきに住所、氏名、年齢（生

年月日）、職業、電話番号、動
機などを記入して芦屋基地に
郵送してください

〒807－0133

遠賀郡芦屋町大字芦屋1455

航空自衛隊芦屋基地基地渉外室
℡093（223）0981

＠匂IO

く

ら

し

幼
児
相
談

●
と
き
　
1
月
1
6
日
　
（
火
）

受
付
＝
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象
　
満
1
歳
～
就
学
前
の
幼
児

●
内
容
　
身
長
、
体
重
計
測
・
臨
床
心

理
士
に
よ
る
言
葉
や
こ
こ
ろ
の
発
達

相
談
（
要
予
約
）
・
保
健
婦
に
よ
る
健

康
相
談

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
普
段
使
っ
て
い

る
お
も
ち
ゃ

●
受
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

パ
ソ
コ
ン
教
室

受
講
生
募
集

町
教
育
委
員
会
で
は
、
中
学
校
の
パ

ソ
コ
ン
を
使
っ
て
、
基
本
操
作
を
学
習

す
る
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
行
い
ま
す
。
こ

の
機
会
に
、

あ
な
た
も
パ

ソ
コ
ン
に
触

れ
て
み
ま
せ

んか。
●
と
き
　
1
月
5
0
日
　
（
火
）
　
か
ら
3
月

1
日
　
（
木
）
　
ま
で
の
毎
週
火
・
木
曜

日
　
（
午
後
1
時
～
9
時
）

●
と
こ
ろ

遠
賀
南
中
学
校
パ
ソ
コ
ン
教
室

●
対
象
　
町
内
に
住
む
2
0
歳
以
上
の
人

で
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
人
。
初
心

者
対
象
の
講
座
の
た
め
、
前
年
度
・

前
々
年
度
受
講
者
は
今
年
度
の
受
講

は
で
き
ま
せ
ん

●
募
集
人
貝
　
3
0
人
　
（
託
児
な
し
）

●
内
容
　
簡
単
な
基
本
操
作
や
文
章
作

成
の
学
習
（
1
0
回
コ
ー
ス
）

●
質
用
　
三
百
円
（
教
材
費
）

●
申
し
込
み
　
1
月
1
9
日
　
（
金
）
　
ま
で

に
（
消
印
有
効
）
、
往
復
ハ
ガ
キ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
　
（
返
信
用
ハ
ガ

キ
に
は
、
必
ず
住
所
・
氏
名
・
郵
便
番

号
・
電
話
番
号
を
記
入
の
こ
と
）
。
往

復
ハ
ガ
キ
以
外
は
受
付
し
ま
せ
ん

※
抽
選
の
う
え
、
返
信
用
ハ
ガ
キ
で
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す

〒
八
二
－
四
三
九
二

遠
賀
町
大
字
今
古
賀
5
1
3
番
地

遠
賀
町
中
央
公
民
館
事
務
室

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

初
心
者
バ
ン
作
り
・

手
打
ち
そ
ば
講
座

●
と
き

▽
パ
ン
誘
座
　
（
同
人
）

2
月
6
日
か
ら
毎
週
火
曜
日
（
仝
1
回
）

午
後
1
時
～
5
時

▽
そ
ば
講
座
（
1
0
人
）

2
月
7
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
（
全
5
回
）

午
後
1
時
0
0
分
か
ら
4
時

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里

（
パ
ン
工
房
・
麺
工
房
）

●
対
象
　
初
心
者
で
2
0
歳
以
上
の
町
内

在
住
者
・
在
勤
者

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う

え
、
結
果
を
通
知
し
ま
す

●
受
用
　
1
回
に
つ
き
パ
ン
五
百
円
・

そ
ば
八
百
円

●
申
し
込
み
　
1
月
2
5
日
　
（
木
）
　
ま
で

に
中
央
公
民
館
へ
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
3
5
5

バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り

伝
統
大
道
芸
講
座

●
と
き
　
1
月
2
4
日
か
ら
第
2
・
第
4

水
曜
日
　
（
全
5
回
）

午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

●
と
こ
ろ
　
ふ
れ
あ
い
の
里

●
内
容
　
バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り
の
口
上

●
対
象
　
町
内
在
住
者
・
在
勤
者

（
1
0
人
程
度
）

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
の
う

え
、
結
果
を
通
知
し
ま
す

●
受
用
　
無
料

●
申
し
込
み
　
1
月
2
1
日
　
（
日
）
　
ま
で

に
中
央
公
民
館
へ
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

℡

　

（

2

9

3

）

　

1

3

5

5



●国保加入のゐなさんへ●

海外での診療も給付の対象となりました

医師等の証明用の英訳様式を

用意しています

1月の国保制度改正にともない、海外への旅

行や出張などの際に海外医療機関で受けた診療

についても給付の対象となりました（食事療養

費は除く）。診療から申請手績きまでの流れは、

「一旦かかった医療費の全額を海外の医療機関

に支払うとともに、担当の医師等から治療内容

やかかった金額等についての証明をもらい、帰

国後遠賀町（保険者）に申請の手続きをしてい

ただく」というものです。

海外の医師等に証明してもらう「診療内容明

細書」と「領収明細書」の英訳様式は福祉課国保

年金係窓口に用意しています。海外への渡航の

際は、これらの書類を受け取りのうえ出発され

ることをお勧めします。

●問い合わせ　福祉課国保年金係

中間市・遠賀郡の商工会青年部では前東京都

知事でタレントの青島幸男さんを招いて特別講

演会を開催します。

●と　き　2月4日（日）　午後3時～

●ところ　なかまハーモニーホール

●演　題　「21世紀はこうして生きぬけ」

●申し込み　1月29日（月）午前9時から入場

整理券（無料）を商工会で配布します

（先着100人）

●問い合わせ　遠賀町商工会

℡（293）0165

iie匂

から各課・部門に直接電話をかけること

ができるようになりました。

各担当の電話番号は次のとおりです。

《総務課・代表電話番号か℡093（761）2536

総合案内・申告書受付・広報広聴

《管理・徴収部門〉　　　℡093（761）2547

納税相談・滞納整理・納税証明（納税額）

《個人課税第一部門〉　　℡093（761）2537

所得税・消費税（個人事業者）の申告・相談

個人の納税証明（所得金額）

《個人課税第二割F悌　　℡093（761）2538

所得税・消費税（個人事業者）の指導・調査

《個人課税第三部門か　　℡093（761）2539

所得税・消費税（個人事業者）の指導・調査

相続税・贈与税・譲渡所得の相談・指導・調査

《法人課税第一都門〉　　℡093（761）2694

法人税・消費税（法人）の申告・相談

源泉所得税“印紙税の相談

法人の納税証明（所得金額）

《法人課税第二部門》　　℡093（761）2695

法人税・消費税（法人）等の指導・調査

※担当課・部門が不明の場合には、代表電話をご利用ください。

行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

「
人
権
教
育
の
た
め
の

国
連
叩
年
」
講
演
会

●
と
き
　
平
成
1
3
年
1
月
2
3
日
　
（
火
）

午
後
1
時
～
4
時

●
と
こ
ろ
　
エ
ル
ガ
ー
ラ
大
ホ
ー
ル

（
福
岡
市
中
央
区
・
博
多
大
丸
）

●
内
容

▽
第
1
部
　
人
権
コ
ン
サ
ー
ト

（
午
後
1
時
5
分
～
2
時
1
5
分
）

友
・
遊
・
Y
O
U
（
ユ
ウ
・
ユ
ウ
・
ユ
ウ
）

バ
ン
ド

▽
第
2
部
　
講
演
（
午
後
2
時
0
0
分
～
4
時
）

講
師
　
藤
本
義
一
さ
ん
　
（
作
家
）

演
題
『
人
間
を
考
え
る
～
「
人
権
教
育

の
た
め
の
国
運
1
0
年
」
を
通
し
て
～
』

※
入
場
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
保
健
福
祉
部

同
和
対
策
局
調
整
課

ヽ
ノ
）

℡
0
9
2
　
（
6
4
3
）
　
3
3
2
5

甲
種
防
火
管
理
者
資
格
取
得

講
習
会

●
と
き
　
2
月
1
5
日
（
木
）
、
1
6
日
（
金
）

●
と
こ
ろ

遠
賀
郡
消
防
本
部
3
階
講
堂

●
対
象
者
　
防
火
管
理
者
を
必
要
と
す

る
事
業
所
の
関
係
者
ま
た
は
業
務
上

防
火
管
理
の
知
識
が
必
要
な
人

（
定
員
的
人
）

●
申
し
込
み
　
1
月
1
5
日
　
（
月
）
　
か
ら

2
月
5
日
（
月
）
ま
で
に
申
込
書
、
写

真
2
枚
（
3
×
2
・
5
0
0
）
　
と
テ
キ
ス
ト

代
四
千
円
を
添
え
て
、
遠
賀
郡
消
防
本

部
予
防
課
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ

遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課

℡
0
9
3
　
（
2
9
3
）
　
8
1
2
5
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●小林信男さん（昭和16年生まれ）▽今年は大好きな釣りでもし

たいですね。

●高崎弘美さん（昭和40年生まれ）▽健康な一年にしたいです。

●高崎愛ちゃん（平成元年生まれ）▽楽しい年にしたいです。

HappyBiJthday

募　集

誕生日を迎える3歳までのお子

さんを募集しています。掲載希望

の人は広軸発行日の25I用事まで

に企画課企画調整係までこ連絡く

ださい。

轍／ 
：ノ宣 

隅韓 
●仕事はどうですか？ 

病院の受付をして3年即こなります。受付 

では笑顔を絶やさず、患者さんの不安をやわ 

らげられるように接しています。もっと悪者 

さんを思いやる心づかいができればいいなあ 

と努力しています。患者さんが病院に来て 
】 「安心しました」と受付で言われる－言は鱒 

しいですね。毎LI、一Llが過ぎるのかとても 

早く、充実しています。 

●趣味・特技は？ 

特技はスキーです。冬になると毎年、広高 

のスキー場に行っています。ゲレンデに立っ 

ていると別世界が味わえます。リフトでiLi頑 

まで上がって見る景色は本当に最高ですね。 

もっともっと腕をみがさたいと思いながら、 

今年も何回行けるか楽しみにしています。 

●どんなタイプの異性が好きですか？ 

誠実で思いやりがあり、信頼できる人です。 
一緒にいて価佃織が同じに思える人で、アウ 

トドアなどを一緒に楽しんでくれる人がいい 

ですね。すできな人が見つかればいいなあと 

思っています。 

●21世紀の抱負は？ 

いろいろな人と出会い自分自身を今まで以 

上に同士させていくことです。優しく思いや 

りのある心を持ち続けていけたらいいなあと 

思います。私はマラソンの高橋尚子選手のよ 

うに日榔こ向かって地道に努力しているよう 

な人が大好きです。21世紀は自分の道志を持 

ちつづけて、一生懸命にがんばりたいですね。 i 

＠②iZ
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遠
賀
町
に
は
1
5
9
9
人

の
巳
年
生
ま
れ
の
人
が
い

ま
す
。
そ
ん
な
な
か
親
子

三
代
で
巳
年
と
い
う
中
林

さ
ん
宅
を
訪
ね
ま
し
た
。

格
　
私
が
子
と
も
の
こ
ろ
か
ら
、
人
気

－
が
あ
っ
た
ド
ラ
え
も
ん
。
2
1
世
紀
か

ら
来
た
ネ
コ
型
ロ
ボ
ッ
ト
が
便
利
な

道
具
を
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
取
り
出
し
、

親
友
の
び
太
く
ん
を
助
け
る
と
い
う

も
の
で
す
。
親
任
、
放
映
さ
れ
て
い

細
る
ド
ラ
え
も
ん
は
2
2
世
紀
か
ら
来
た

÷
」
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

m
私
に
と
っ
て
ド
ラ
え
も
ん
は
2
1
世
紀

の
ロ
ボ
ッ
ト
で
し
た
。

し
か
し
、
ド
ラ
え
も
ん
の
道
具
の

す
ぼ
ら
し
い
こ
と
。
ど
こ
で
も
ド
ア

に
タ
ケ
コ
プ
ク
ー
な
ど
、
夢
の
よ
う

な
道
具
も
幻
世
紀
に
は
現
実
の
も
の

に
な
る
の
で
は
と
、
了
と
も
心
に
考

え
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
自
軍
で
科
挙
が
ど
れ
だ

け
発
達
し
、
日
本
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
の
百
年
で
人
類
は
月
に
ま

で
到
達
す
る
ほ
と
の
技
術
成
長
を
と

げ
た
の
で
す
。
せ
め
て
私
が
生
き
て

一

い

る

間

に

、

一

つ

く

ら

い

ト

ラ

え

も

一
ん
の
道
具
が
発
明
さ
れ
た
ら
う
れ
し

一
い
の
で
す
か
。

－
　
2
1
世
紀
の
幕
開
け
が
皆
さ
ん
に
と

っ
て
す
ぼ
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
　
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ハ
マ
）


